
議員派遣行政視察報告書 
 
 
 
・視察期間  平成２６年１月３０日（木）～平成２６年１月３１日（金）１泊２日 
 
 
・視察先   府中市    市民会館・中央図書館複合施設整備事業について 
       宇都宮市   宇都宮駅東口土地区画整理事業について 
       さいたま市  大宮駅周辺地域戦略ビジョンについて 
       東京都墨田区 墨田区総合体育館運営事業について 
 
 
・視察議員  大川原 成 彦 
       山 口 英 治 
 
 
※上記の順に行政視察報告書を掲載しています。 



視察報告 

 

大川原成彦 

 

調査の期間  平成26年1月30日(木)～1月31日(金) 

 

調査先及び調査事項 

① 府中市   ・市民会館・中央図書館複合施設整備事業について 

② 宇都宮市  ・宇都宮駅東口土地区画整理事業について 
③ さいたま市 ・大宮駅周辺地域戦略ビジョンについて 
④ 墨田区   ・墨田区総合体育館運営事業について 

 

感想・意見 

① 府中市   ・市民会館・中央図書館複合施設整備事業について 

・ 府中市は東京都のほぼ中央に位置し、日本橋からは西方に30kmの距離となる

が、大化の改新の古より武蔵国の国府として、またその後も交通の要衝、流通・

文化の拠点として栄え、発展してきた都市である。現在は人口25万7千であ

るが、市内人口密度は高く、多くの行政機関、大企業の研究開発所および工場

等の大規模な施設も多く、商業施設や高層住宅は府中駅周辺に集積している。

また、一級河川や雑木林や山があるなど、市域のほとんどが居住に適した平坦

地でありながら多くの緑を有し、広い公園も数多くある。夜間人口と昼間人口

がほぼ同一なのは、近隣のベッドタウン都市とは違い職住近接した生活環境で

ある事が理由で、これらから市民の満足度が高く、市のアンケートでもほぼ全

市民が将来も住み続けたい街として回答しており、「生活実感値」満足度都内

第1位ともいわれている。 

・ 市民会館・中央図書館複合施設整備事業の導入の経緯は、老朽化が進んでいた

図書館、と市民会館の更新を、それぞれの「あり方検討協議会」で協議の後、

平成15年市長のリーダーシップにより、個別にではなく複合的に行うこと、

またＰＦＩを導入することにより、コストの圧縮と市民サービスの向上を図る

こととなった。 

・ 更に2年間の検討期間を経て、設計・建設に約2年間、維持管理約15年間の

計17年に及ぶ事業方針を決定し、厳正な審査を経て事業者選定がなされ、大

林組グループと契約することとなった。 

・ 市が直営方式で実施する場合の現在価値は１０,７９２百万円だが、ＰＦＩ方

式で実施する場合は８,６０７百万円となり、市の財政負担軽減額は２,１８５

百万円、率で約２０.２％の削減となる。 

・ 2000人クラスの大ホールは周辺都市に散在するため、駅近で、使い勝手のよ

り可動式中小ホール、や各種会議室、音楽練習室、レクリエーションルーム等

のほか、飲食の提供、と図書館の複合施設である。地下には70万冊収納の書

庫を備え、ＩＣタグ利用のサービスと自動式書庫の連携でスムースなサービス

提供が可能となっている。 



・ 業務分担は市と指定管理者、選定事業者の三者で細かく規定されているため混

乱はないが、リスク負担については、契約当初に想定されていない課題が発生

した場合等、追加の契約または、市の負担となる事例もあるようだ。行政当局

側も事業者側も契約時点での業務に精通しているのみならず、将来的な技術や

景気、また住民の嗜好の動向についても、注意深く研究し続ける必要がありそ

うだ。 

 

 

②宇都宮市  ・宇都宮駅東口土地区画整理事業について 

・ 宇都宮市は、栃木県の県庁所在地で、県の中南部、関東平野の中北部に位置す

る。中心市街地は日光連山から連なる山地が収束し平野部となる境界域、二荒

山神社と宇都宮城址公園付近を中心に形成されている。市域には鬼怒川、田川、

釜川、新川、姿川などの河川が流れ、河岸はその河岸段丘と沖積平野となって

いる。太平洋戦争の終結以来、宇都宮市域（旧宇都宮町や宇都宮市の区域）の

拡大などもあって住民人口は激増し、2007年（平成19年）3月31日の河内郡

上河内町および河内町の合併直前の宇都宮市人口は48万人前後に達していた。

現在、市域人口は50万人を超えており、これは栃木県のみならず、北関東３

県で最大である。本市を中心市とする宇都宮都市圏（都市雇用圏－2005年）

の人口は約108万人と、中核市を中心とする都市圏としては日本国内最大規模

となっている。 

・ 古くは宇都宮城や宇都宮二荒山神社といった歴史的建造物を中心に街が形成

された経緯があり、市役所庁舎や県庁舎もその市街地にあるが、ＪＲ東北本線

はその東側2kmを南北に走っている。従って都市の玄関口ＪＲ宇都宮駅はその

西口は大きく開発が進み、日光街道。東武宇都宮駅方面に抜ける東西の大通り

を中心に密集した市街地を形成しているが、ＪＲ宇都宮駅東口方面は旧国鉄の

操車場跡地など未利用地も点在し、開発が遅れてきた経緯がある。 

・ 昭和50年代には10年にわたった駅東土地区画整理事業が完了し、ＪＲ宇都宮

駅東口が開設されたが、その後の宇都宮東地区の整備事業は変更が続き、国鉄

清算事業団からの用地取得等も含め、その対象エリアが拡大した。 

・ 平成12年には新交通システム導入基本方針の策定など、コンパクトシティを

目指した新しいまちづくりの考え方が導入され、平成15年には民間事業者に

よる提案競技の実施により、清水建設を核とする事業者集団が選定されたが、

その後の経済動向の変動等により、当該事業者集団は辞退するに至った。 

・ 現在は市が区画整理事業者となり、ようやく仮利用の事業者が決定するなど、

一定の進捗をみせているが、エンタメント機能を備えたアリーナとコンベンシ

ョン機能を備えた複合型施設などを中核施設としたまちづくりの提案がなさ

れるなどその最終利用のあり方を巡って議論が続いている。 

・ 宇都宮市は餃子のまちＮｏ１を奪回するなど、工業都市でありながら、観光都

市としての話題性にも欠けない北関東の雄であるが、宇都宮駅東口土地区画整

理事業の収束と新交通システムを併せた、新しい時代の先進的国際都市を標榜

するまちづくりが期待されている。 



 

② さいたま市 ・大宮駅周辺地域戦略ビジョンについて 

・ 大宮は氷川神社の門前町、中山道の宿場町として発達した。また、関東地方有

数の交通の要衝である。日本鉄道の後の東北本線が開業による後の高崎線との

分岐点に大宮駅が置かれ、国鉄大宮工場をはじめとする工場の所在地として発

展。県下随一の商業都市となった。そのため財政的にも恵まれており、合併前

の昭和50年代から平成のはじめにかけては、戸田市や和光市と並ぶ県内でも

数少ない地方交付税不交付団体で、その中でも、人口40万人クラスの自治体

でありながら地方交付税なしで発展を続ける大宮市は、都市計画のモデルケー

スとなっていた。 

・ 一方、駅周辺の無秩序な開発を再考し、新たなまちづくりを目指す試みは昭和

57年の中心市街地整備構想に始まり、平成3年の大宮都心構想、平成12年の

大宮駅東口第一種市街地再開発事業の後、平成13年3市合併により、さいた

ま市が誕生。平成14年には大宮駅周辺都市再生プラン策定、平成16年には大

宮駅東口第一種市街地再開発事業の都市計画廃止、平成19年から大宮駅周辺

地域戦略ビジョンの検討開始、平成22年には大宮駅周辺地域戦略ビジョンの

策定、平成24年大宮区役所の移転建て替えを発表、平成25年大門町2丁目中

地区市街地再開発事業決定、と変遷してきた。 

・ 大宮駅周辺とさいたま新都心との関係は、総合振興計画基本構想（総合計画に

相当する）や都市計画マスタープランのうえで、一体となった「都心」として

位置づけられており、これらの上位計画のもとに、各種プランが議論されてき

ている。 

・ 大宮駅周辺地域戦略ビジョンの検討体制は、「分科会」や「意見交換会」を通

して、地元・行政・委員会の三位一体の推進体制で検討を進める点に特徴があ

る。 

・ 公共施設マネジメントとの関連については、公共施設・用地は大規模用地の再

編・土地利用転換などをきっかけとして、まちづくりに活用できる土地を創出

し、連鎖的に駅周辺地域内のまちづくりの活性化を図るとともに、高次都市機

能の導入や、基盤整備、公共空間や機能の導入を図る、としている。 

・ 現在進行中の大宮駅東口大門町2丁目中地区市街地再開発事業は、「大宮駅東

口のリーディングプロジェクトとして、魅力と周辺地域へのつながりのある顔

づくりの創出」をコンセプトとして、敷地面積約9180㎡の旧大型商業店舗跡

地を中心とした街区に第一種市街地再開発事業（組合施工）の手法で行うもの。

概算事業費は、当初予定約480億円から590億円に増額となっているが、業務

床、商業床、公共施設、公益施設、が集積し、通路や広場を設けて人を招き入

れるしつらえが施されるなど、意欲的な取り組みとなっている。 

 

④墨田区   ・墨田区総合体育館運営事業について 

・ 墨田区は東京都２３特別区の一つで、２３区内ではやや北東に位置する。2012

年には東京スカイツリーが開業し、強力な観光資源としても注目を集めている。

ＪＲ、京成、東武、都営地下鉄、東京地下鉄といった鉄道各路線が区内を走り、



交通アクセスも良好である。 

・ 墨田区総合体育館は、錦糸町駅前の錦糸公園内に位置し、屋外の野球場、テニ

スコート、園庭部と一体的に利用されており、区民のスポーツと憩いの拠点と

して活用されている。運営は体育館とテニスコートがＰＦＩ事業として行われ

ている。 

・ 体育館としては区内唯一の大型施設で、建築面積5599㎡、延床面積19837㎡、

構造は地上 5階、鉄骨造、高さ約 36ｍ。施設内容はメインアリーナ、サブア

リーナ、武道場、屋内プール、トレーニング室、屋上施設などとなっている。 

・ 事業者は「すみだスポーツサポートＰＦＩ（株）」で、代表企業：新日鉄エン

ジニアリング（株）の下、構成員として（株）日本設計、（株）慎設計事務所、

鹿島建設（株）、（株）日本水泳振興会、（株）オーエンス、東武ビルマネジメ

ント（株）が参画している。 

・ 事業期間は平成 19年 3月から平成 42年 3月までとなっており、開業は平成

22年4月、20年間の維持管理・運営である。 

・ 総事業費は147億円、内96億円が建設コスト、51億円が運営コスト。光熱費

の金額は年間約1億円、利用者収入は約5億円で、行政の実質負担は2～3千

万程度となる。 

・ 稼働率は極めて高く、メインアリーナでは98％、サブアリーナは95％という

高アベレージを保っている。築40年を超え老朽化した旧墨田区体育館に代わ

り建設されたが、新総合体育館は、子どもから高齢者まで幅広い世代が利用で

きる施設とし、旧体育館よりも様々なスポーツを楽しむことができるようにな

った。 

・ これまで旧体育館は、「区民がスポーツをする」機能が中心だったが、PFI手

法による民間の力を活用することで「区民がスポーツをみる」 「区民のスポ

ーツを支える」機能も加え、区民がよりスポーツに親しめるようになった。 

・ 「する」機能としては、アリーナや武道場、プールを利用しての各種スポーツ

活動、トレーニング室やスタジオを利用した体力増強・健康増進の場を提供。 

・ 「みる」機能としては、バスケットボールやバレーボール、バドミントンなど

の国内トップリーグの試合を誘致し、区民が質の高い大会等を「みる」ための

場所と機会を提供。 

・ 「支える」機能としては、指導者講習会の開催、総合型地域スポーツクラブ支

援など、区民のスポーツ活動を「支える」機能を充実。 

・ 開業後4年につき、まだまだ施設としては新鮮さを保っているが、唯一惜しま

れるのが、プールとジムエリアが狭い事で、これは駐車場スペースを屋内１階

にとったためだそうである。 

・ 西宮市の中央体育館建替えに際しても、十分参考にしたい。 

以上 
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